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Consolidated Financial Results
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Financial Forecast 
for the Fiscal Year Ending 2024
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3.

Action to Implement Management
that is Conscious of  Cost of  Capital

and Stock Price
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4. 

Review of  the Fiscal Year Ending 2023
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四国化成ホールディングス株式会社  

2023 年 12 月期 決算説明会 質疑応答 （2024 年 2 月 9 日実施） 

Q1. 昨年建材事業では 2 度価格改定を行っているが、価格改定により採算性は回復したの

か。 

 

A. 2 度価格改定を行ったが、販売数量が伴っていない。販売数量が物価高騰以前の水準まで

戻れば、採算性は以前の水準まで回復すると考えている。 

 

Q2. 建材の販売数量の減少について、コロナ禍で営業活動の仕方が変化したことによる影響

なのか、物価高騰に伴い構造的に需要が減少しているものなのか、会社としての解釈を教えて

欲しい。 

 

A. 住宅エクステリアは需要が減少していることが大きな要因であると考えている。景観エクステ

リアについては、需要自体はあるものの、工事の遅れや人手不足、残業規制等により工事が

進みにくい事が根本的な要因と考えている。 

 

Q3. 建材部門で新設した海外部門、特販部門の目指すところについて伺いたい。 

 

A. 現在も欧州向けに少量ながら販売を行っている。しかしながらアジア圏等は未開拓である。

伸びしろがある海外を強化し、大きな市場に活路を見出していく。特販部門は競合メーカー

の中で先行している分野である。当社の強みである設計折込みにより特化した営業活動を行

う。 

 

Q4. ファインケミカルに関して、エポキシからその他樹脂系の改質剤へと開発を拡充している

のか。 

 

A. 低誘電材料におけるエポキシ以外の樹脂系では難燃性、耐熱性が課題となる。難燃性、耐熱性

を兼ね備えた低誘電材料の開発を進めている。 

 

Q5. R＆D センターの新棟について、建設予定地はどこを予定しているのか。 

 

A. 香川県宇多津町にある現行 R&D センターの隣を予定している。 

 



 

Q6. 各事業の ROIC について、現水準の認識、今後の改善方法について伺いたい。 

 

A. 現水準は高い水準であると認識している。今後大型の設備投資が続くので、償却費負担増に

よる ROS の低下が見込まれ、これを補うためには事業の成長、特に収益性の高いファインケ

ミカルの成長が必要だと考える。資産回転率については、棚卸資産や営業債権の滞留に留意

し不良資産を増やさないことで高回転を維持する。またホールディングスの観点からは、余剰

資金の圧縮によって全社 ROIC の改善の余地はかなり残されていることは、補足説明資料

で示した通りである。 

 

Q7. 新年度のファインケミカルの見通しについて伺いたい。前年比どの程度伸びる予想か。 

 

A. 昨年度後半から回復基調であり、今年度もその傾向が続く見通し。売上高は 8.6%増加の

109 億円を見込んでいる。 

Q8. 不溶性硫黄の今後数年の収益の見通しを伺いたい。 

 

A. 新プラントは品質向上を目的とした投資である。今後も古いプラントをリプレイスしていく想定

であり、新プラントの稼働が収益性の改善に寄与するものと考えている。長らく日本に近い地

域から輸出を進めてきたが、近年は北米向けに注力しており、新しいポジションを獲得するこ

とで収益拡大を狙う。 

 

Q9. ファインケミカルの現状と将来の見込について伺いたい。 

 

A. 世界シェアトップの製品を複数抱えており、製品自体は世代交代しているが、現状の地位を維

持していく。サステナブルな原料・製法に対する要請も強まっており、対応を進めている。 

電子化学材料、機能材料共に昨年夏を底に回復基調。一方で、最先端の市場を狙っており、そ

ういった分野は景気に左右されず一定の需要がある。そういった市場の要請に対応し試作需

要から本格採用に繋げることで業績の拡大を図る。 

 

Q10. グリキャップについて、GPU 用途ではどのように利用されているのか。 

 

A. GPU 向けでは、半導体チップが載るパッケージ基板での採用が進んでいる。それら基板を作

るメーカーが当社の顧客となる。 

 

 



 

Q11. バラスト水について、規制が施行されてからの浸透具合はどの程度か。またクラレからのシ

ステム買収による効果について伺いたい。 

 

A. 現状、船舶への処理装置の搭載が遅れている。装置が搭載されていないと薬剤は売れず、当

社の営業努力が及ばない事業となっていた。装置の販売に取り組んでいくことで、装置・薬剤

共に販売拡大にチャレンジしたい。 

 

Q12. 硫化水素の外販に踏み切った理由について伺いたい。 

 

A. 硫化水素は二硫化炭素を製造した際の副生物である。競合が少なく、純度の高い硫化水素

には一定の需要が見込める。また、硫化水素を使ったニーズが変化し増えてきており、ビジネ

スとして成り立つようになった。 

 

以上 
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